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ギランバレー症候群の全体像を見てみよう！

運動神経や感覚神経が障害されて　
運動麻痺や感覚障害が起こる病気

概要
🟡既往歴➡発症前に感染を起こしている
🟡足の痺れで発症してから次第に腕も痺れていく

🟡抗ガングリオシド抗体が血液検査で陽性

🟡多くは6ヶ月以内に自然回復する

イラストで見ていこう！



➡7割の人に、先行感染が認められる(感染症になってからギ　　
　ランバレーを発症すること)

7割の人に先行感染があるよ
特徴①

感染症

ゴホ
ン

ゴホ
ン 運動麻痺 

感覚障害

ギランバレー症候群

1～3週間後

感染症の病原体は 
カンピロバクターが最も多い

カンピロバクター







その他の特徴
特徴②
➡多くは自然回復する(６ヶ月以内)

特徴③
➡麻痺は下から上に広がる。下肢の痺れで発症して腕の麻痺

下肢の痺れ
上肢下肢の
脱力

6ヶ月以内



どうして運動障害・感覚障害が起こるの？ 

まずは正常な神経の仕組みからみていこう！



ここで正常な神経の仕組みを見てみよう！
中枢側

情
報
が
伝
わ
る
方
向

末梢側

運動神経

髄鞘
①脳から「手を動かせ！」と命　　
　令が来ます 

②命令は神経を通って手の筋肉に　　
　伝わります 

③手が動きます 

これが運動神経です！

軸索



情
報
が
伝
わ
る
方
向

感覚神経

髄鞘

末梢側

中枢側

まずは神経の仕組みを見てみよう！

①手でペンとかに触れます 

②ペンに触れた情報は神経を通って　　　
脳に伝わります 

③「ペンに触れた！」と認識できます 

これが感覚神経です！

軸索

ここで正常な神経の仕組みを見てみよう！



まずは神経の仕組みを見てみよう！
運動神経 感覚神経

軸索
まとめると

こんな感じ
！

ここで正常な神経の仕組みを見てみよう！



神経が途中で切れちゃうと
運動神経 感覚神経

運動の命令や、感覚の情報が
伝わりにくくなってしまう！

運動麻痺や感覚障害！



• ギランバレーは、感染症を起こしてから感覚障害や運動
麻痺を発症しますよね！ 

• 感染症を起こしている時、免疫細胞は菌を攻撃します 
• だけど間違えて神経細胞にも攻撃してしまいます！

免疫は間違えて神経細胞を攻撃

免疫 菌やウイルス

菌をやっつけるぞ

ガシガシ

ついでに神経も
攻撃！



• 抗体っていうY字のタンパク質を敵に投げつけると… 
➡敵を食べやすくなる(オプソニン化) 
➡敵を弱らすことができる(中和)

抗体産生ってなに？

形質細胞

抗体

抗体産生すると…

取っ手がついて 
食べやすくなる！

オプソニン化

Mφや好中球などの貪食細胞



自己抗体って？

体内

免疫

自己抗体

正常な細胞に 
くっついちゃうぞ～！そのまま敵を弱らせて

おけ！俺もいく！

本来、敵にくっついて攻撃したり食べやすくする抗体が、
自分の正常な組織にくっついちゃうこと！



自己抗体って？

体内
免疫

正常な細胞に 
くっついちゃうぞ～！

そのまま敵を弱らせてお
け！俺もいく！

本来、敵にくっついて攻撃する抗体が、自分の正常な組織
を攻撃してしまう！

自己抗体

ギランバレーでは抗ガングリオシド抗体
という自己抗体が神経を攻撃する！



膠原病にはどんな自己抗体がある？

リウマトイド因子

抗核抗体

抗好中球細胞質抗体

関節リウマチやシェーングレン病

SLEや全身強皮症

肉芽種症とか色々…陽性率が様々
他にも抗リン脂質抗体とか色々あるから調べて見てねー！


